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昭和31年4月に,絶縁材料特集月を発行し,rl立評論

を御愛読の諸氏に御便宜になるように日叔製作所におけ

る絶縁材料の成果を発表したが,その後の材料の進歩は

いちじるLいものがある｡その間に,本誌には耐憾耐ア

ルカリ川ヒタフラン,テレフタル酸系ポリエステルエナ

メル線,不飽和ポリエステルガラス積層板,常温打抜加工

性を向上したフェノール樹脂積層板,巨Ij刷回路用銅箔接

着積層板,イソフタル酸系コイルワニスなどの新製品を

ほじめ各種の新材料を用いた絶 電線の発表があった｡

今回も第1回と同様の主旨で絶縁材料特

発行することになった｡

号第2集を

電気絶縁材料ほ電気機器･電子機器工業の発展と表裏

一休をなしており,共に→何の国力の根源をなす電力開

発と電力応用の基礎となるものである｡.斯い､すぐれた

材料のⅢ現により機器の特性ほ大幅に向.上し, 製計設

造工程に大きな改善を計れるので,各【二外の機器メーカー

ほ競って材料の研究開発に努力を傾注している(｣絶縁材

料には~答瞳の工業材料がそれぞれの相性にはじて利川で

きるので,この方面の研究管鰍こは広範な組織と特殊接

術者の充足が必要であると考える｡

電気機器メーカーとして先輩のG.E.杜の研究

を読んで,60数年前の創業時から研究を電視し,1914年

には研究費の7%が絶縁用に便刊され,世界白くJに有名な

工･物理･化学者が育っている｡開発製品でほ,グリプ

タール,マイカレックス,フォルメックスエナメル,窒化

棚素,シリコーンなどがある｡米国の電気機器メーカー

ほ売上高の平均2･8%を研究費としているが,G.E.杜ほ

6%に及んでいる｡過去20年間に米国の経済力は5倍に

発展したのに対し,G･E･杜は11佃こなっている原因が

ここにあると考えられる｡最近発 された絶縁材料にほ

ポリエステルエナメル緑と不飽和ポリエステルーエポキ

シ系コイル合浸材料があるが,後者は1950年の研究に始
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まり,完成まで7年間を要している｡日立のポリエステ

ルの発表は昭和30年なのでこの程度の性能ほわれわれの

手の届く範観であり,意を強くする次第である｡

開発材料ほ絶縁材料に限られないで,1957年の発 製

品がボラゾン(高温材料),人造ダイアモンド,レクサソ

(ポリカーボネート),フェライトなどと多方面にわたっ

ている0 ウェスティングハウス社が超音速航空機･ロケ

ット用として5100～5380C(9500～1,0000F)で運転でき

るred hot motor を発 しているが,これ自体は現在

のわが国でほ当面の問題ほないにしても,これを完成す

るまでの各種の材料の開発研究の努力ほ注目に値すると

ころである｡

絶縁材料は-･般の構造材料の性質のほかに電気的特性

が必要であり,合成化学の発達とともに新しい原料･素

材が 々と登場してくるのでこれらの利用研究も大切で

ある0技術をさらに向上させるた捌こは新しい素原料も

必要であり,日二､とではすでにβペソゾイルアクリル酸,

ジフェニルメタンrケト酪酸4,4′のような新規の多塩

基酸を発見しこの活用に努力してきた｡さらに,絶縁材

料を利用する場合ほ,電気機掛こ応用する場合に必要な

使用条件･寿命の推定などが必要であり,モータレット

式による寿命試験の設備を完成し長期試験の成果をあげ

ている｡

現仏典味のある新しい材料として,有機材料では

ヂエチレン尿

ポリア
誘導体:…呂〉H･CO-NHR2-NH…,

ド樹脂,アセタール樹脂(デルリン),ポリビニ

ルエーテル,塩素化エーテル(ベントン),フッ素樹脂繊

維,フッ 樹脂積層板,加硫可能のフッ素ゴム,シリコ

ーンアロイ,テレフタル酸エステルワニス,ポリプロピ

レンなどがある｡無機材料では′くイPセラム,石英繊維,

石英 導体,高アルミナ磁器,ジルコソムライトなどが

あり,また有機無機共重合高分子など,これらの応用品

としてセラ
ツクコーテッドワイヤ･導体でほ導電性プ



昭和34年7月 絶縁材料特集-ぢ･

ラスチックス,てルティコンダクタの.ストラップなどが

ある｡

最近,外国におけるセラ ックスの進歩はやがて無槻

合成化学に発展して関心の的になると予想できるので,

注目を要するところである｡わが脚こおいても,材料白

休が世界水準に到 することが必要であるので,これを

裏付けるため日立製作所は輸帥こ努力し絶縁材料の10%

の輸=を行い,またインド伺へワニスクロスの技術輸F-tl

を具体化している｡

日立評論別冊第31

り･には新材料として,ポリプロピレンの利札

日立独自の材料をf削11したポリエステル,ポリェチレソ

テレフタレート繊維布を川いた積層板,ヒタフラン積層

板などを酢拾Lたれ これらほわが国としてほ仝く新し

いものと考えるっわれわれは前に述べたさらに補強すべ

き穐々の問題について今後は強力な研鎮を続けたい｡




